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また通気度との関係を示した第9，10図（3）の中でニットやタオル地を除けばこの綿クレープは通気
度が大きい方に属すが初期放湿速度は大きくはないことがわかる。このように綿布であってもその
初期放湿速度が他と異なるものが見られ糸使いのちがいが大きく関係しているよう．に思われた。
　以上種々の布の要因との関係から第8図に照らし合わせてみると初期放湿速度は平面重との関係
でよくとらえることができるもののように考えられた。しかし第9，10図のそれぞれと第8図中の
順位は必ずしも一致しているものではなく，多少のちがいが見られる。
　そこで第9図（4）からグループに分ければガー一ビ類（A，B），モスリン，クレープ，金巾，手ぬ
ぐい地（C，D，　E，　F），天じく，ブロード，シーチング，ニット，薄地タオル（G，　H，1，
J，K），厚地タオル，片面タオル（L，　M）の4グループに分けられ，このグループ順に初期放
湿速度は小さくなっていると判断しても良いようである。またニット，タオル地など編物またはル
ープをもつ織物の平面重が概して大きく初期放湿速度の小さいことがうかがえ，被服材料の適性を
考える場合の一つの指標を与えているもののように思われた。
N　総 括
　20℃に置かれた13種類の綿布を一定時間で昇温させ，皮フ温に近い33℃まで上昇する間のこれら
の放湿量の経時変化を測定すると共に初期放湿速度を求め，布の種類，要因との関係を見い出し，
被服材料の適性を考える一助としようとした。その結果布の種類によって放湿の経時変化にはちが
いが見られるが平衡放湿率ではほとんど異ならず，ほぼ全吸湿量の50％程度がこの33℃で放湿され
ると推定された。またこれらの初期での放湿速度を30秒，60秒の時点で見ると統計的な有意差はな
いが布の種類によってややちがいが見られ一つの傾向がうかがわれた。そして布の種々の要因中で
その傾向は布の平面重との関係において導かれる二次式とかなり良く適合すると思われた。しか
し，この初期放湿速度の大小は必ずしもそれぞれの布についてみると適合しないものもあり，布を
各種綿布の初期放湿速度について 55
平面重でグループに分けて考えるならば，より一層適合性があるように思われた。この考えを適用
すれば今回の試料布の範囲ではニット，タオル地など平面重の大きいものの初期放湿速度は小さく
なるという結果を得る。これらは下着に用いられる綿ニット，片面タオル，夏の肌着に用いられる
綿クレープなどと無関係とは思われないことを推測させるものであった。今後なお一層実際に近い
着用条件での実験，綿布以外のものについての検討を進めて行く予定である。
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